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ハ予防効果をjt∴二.日下ハ二主群問で比較 した.Ul(∴SN

群は本療法/)-;行われた群,GII二日町 Gml例,GⅣこう

例.(二､1)群は cistL,nla.Idrai‖aLl(.1t･･1)jL(')rontrol群,

GI73例.(二;mIt列.GTV3例 . LTl･く 群は t_TK L'1投EJ̀一

G1-0LIP mて,仝ナ岬悩槽と脳室 卜1-卜亮 を設躍し,各々

(.')汁三を5L-Illfi2().:L二Ll-)…1I120 上しプ∴ 薬液は術翌

日､い‖】封11回注 入され その後(川邪附訂十(lr;1jllこlgP

tLltk,Sを閏耕 した.汗入回数は9-1こi回.LHLSN 群

･~::はsyl11t)tOlll;-1lir＼√こISOSL)こISm Lと2)例に軒 (牛 し､L-iL二だ

けて∴(;‥.たが ('Ⅰ)群てLtl仝例に重篤に牛し､∴三例眉目1仮

したのみであった書uK 群では6例をこ生 じたが5例は

回復し/f∴ SNに誹悩nL,71日:･払張させ脳血流,:I:増加させ

る働きがあることがわかった,このため uK-SN群で

は Vast)spasm が軽症となると考えられる.

A-92) 破裂脳動脈痛撃期術後における頭蓋内
圧測定

shunt適応上B波(]Jl意義

橋本 17:.明･心 廿太郎

得田 和彦 抄伊藤 治菟
【吊､~純宏

Fl的 :Sllm1t手術し･')適応ハ決定:I::.頭蓋内拝 しlCF')

測定をこおける圧波の出現が有効とされる,タを膜下出血

蟻AH)急性期術後例をこおいて,ドレナ-ジ抜去の可否

出現に関と■hJ)11■f目性を検討した_.対象:脳動脈噛破裂

による SAH 急性期手術症例30例 (,男11,女1～),平均

隼齢57歳l-~こ藩 :::,.結果:3岬uLHutlt& 1･････iPSSGrLrl(1(,:

ド :1,rI-8,描･l./1,TVLい LI)1(二l)測定時期は.発症

後平均 17.tjF:i-てあ･､た.(汁こIinilgetuhtl閉鎖後し'1I(1,p

鵜礎Ir-Iが.20mmllLTl')､I1.1で:･は 6.･7 に, 15---20mmtlg

では 6.9に.1(ト15IllrntlLrでは ▲1･8に,1()rllmtlg1､.上

下では 15(.')例に shM11!-:せし仁 旺波 上 ト ニトに

f与波を認札 そ.ナtぞ｣ナ17T.8･～).78 . 3 5 計 1'lr)こう()

例をこ見られ,その出現は主をこⅠCP 凝 重 圧 及 び意識 レベ

ルとの関係が示醸された∴結論 :脳動脈痛急性期術後 3

週前後に見る迅波は SAH 自体による脇実質及び機能

障害を強 く反映 しており,この時朋における shullt適

応基準として不適当と思われた.

A-93う 脳登 内鋳型 状血腫 を伴 う破裂脳動脈療

養症例 の手 術治療

北海道 大半脳神経外科 深和合江別病院
麻生脳神経外科病院 柏葉脳神経外翻病院
旭川日赤病院 秋田県立脳血管研究せンタ-

根本l卜史 ･卜L吊車k･阿部 弘 ･).信輔卜 1.
斉藤 'jJj･小告舶 ｣~-･座藤 聡 ▲r/1'11日言之

過去9年間の前交通動脈療あるいは莱椅性前大脳動脈

癌破釦 卜伊Jで,脳宇内に鋳型状If肌重を汗-I,,成 し,術前に脳

ヘルニア数院や脳幹症状を望 した19例を対象とした.翠

均年齢55.7歳,男14例,女 5例.全例 ともラ動脈痛観

治術は最終出血酎 持 仏錯削･入内に施行され 脳室内血腫

に対しては,脳内血腫鰹あるいは山側の前角を経て脳室

内lfl潮i叫鋳出廿 施行し上もL7)か～日刊 (A群工 両側L'欄'J

室ドレナ-ジからウuキナ-ゼで潅流 したものが3例

をB群),髄室ドレナ-ジのみのものが7例 は 群)あっ

た.転帰は,Memta呈ityに障害を残すものの日常生活が

自立可能をこなったものは4例でこれ綻,は全てA群であっ

を認ttT)左か-言ニ6例は Mいrihurl(l左症状,I./呈 して l

時間=内にT･-術か胞子i-された 1症例引牧き,植物状態か

死亡に至った.これらの症例においては,脳室内鋳型状

血厳を可及的畢期に除去することが,転帰の改善につな

がると考えられた.

iL･一亡)こ11 椎骨矧 Ilt動鵬埴破裂 に上る ＼こ4二,膜 卜出血

高橋 往 (新潟県萩中東病院)

当料開設以来5年間に入院加療 したくも膜下翫ぬ くSAH)

は 151例あり,こしT)中で椎骨脳症動脈癒 し＼'fミAtll破

裂によると確認されたものは鳩例 (10.6%)である.ウノ(

リス動脈輪前半部の破裂動脈感に対しては,高魯老 Grade

Ⅳ汲び GradeⅤ以外では畢斯手術を心がげ,135例中90

例 鳩ア%弟をこ厳達手術を施行,GoodRecovery(GR)ニ

63倒 し70001.1)Hlthけ)):I:1倒 し15.6Ooいてあ･-､た.

後半部(】:)＼:I-1号An,に刈しては.＼:'̂-.I.'lCA 又は l'l(∴＼ .

A王CA 束縛部動脈癒以外は緒期手術とし 且6例中之0例

(620さい に虹連手術を施行 し.Gtt:～)例 ほ00(､Ii):I

倒 し100･(';トで:iト･､た.こLTl内訳は Iî一･.top2例,BA-

PICA束縛部各々1例である.急性期手術を行った BA-

topの i例のみ失った,なお非手術例の51例車47例 (92

%)は死亡 した.我々の V-BAnをこよる SAH をこ対

する治療方針とその成績を前半部の屯のと比較 しながら

報告する.


